「心に残る文化財子ども塾」学習指導案
日　時  　平成２７年１１月２０日（金）９:３５～１２：００
場　所  　大田市立静間小学校
対　象  　５・６年生児童１６名
指導者  　静間小学校　教員２名
　　　　　　　島根県文化財課世界遺産室　1名
　　　　　　　大田市教育委員会　　　　　1名

１．主 題 　　大田市静間地区の歴史を知ろう～身近な遺跡から学ぶ～

２．ねらい
○身近にある遺跡や文化財に興味・関心を持ち、過去の人々の暮らしについて理解を深めるとともに、ふるさとへの愛着や誇りを持つ。

３．展 開
	時間
	主な学習内容
	指導者の支援・配慮事項
	分担

	9:40
（5分）
	１．オリエンテーション
○学習のねらいと流れ
○講師紹介
	
・学習のねらいと流れを確認し、学習への意欲を高める。
	担任

	9:45
（25分）

	２．静間地区の遺跡・歴史について
①遺跡とは何か
②大田市・静間地区の遺跡

	
・遺跡について、出土品を見せたり触れさせたりしながら解説する。

	
世界遺産室

	10:10
（50分）
移動
(40分)
	３．遺跡見学
①見学の注意点を確認する。
②鯛渕遺跡の発掘現場見学
	
・見学における注意点を確認する。
[bookmark: _GoBack]・見学時は、長袖・長ズボン・帽子を着用する。
・見るポイントを確認しながら、説明を聞くようにする。
・マムシ・蜂に要注意。
	
大田市
世界遺産室


	
	【※雨天、遺跡見学中止の場合】
勾玉づくりに挑戦しよう
①勾玉について学ぶ
②勾玉をつくろう
	・県内の古墳などでも勾玉類が出土している話を聞かせる。
・勾玉の意義や価値が分かるように資料を使って話をする。
・安全に行えるよう、正しい道具の使い方を指導する。
	世界遺産室

	11:40
（10分）
	４．まとめ
○アンケート記入
○感想発表
	

	担任




４．準備
○世界遺産室…説明資料、写真（パネルorパワポ）、出土遺物（大田市付近のもの）
○市教委…説明資料、現場準備
○学校…プロジェクター、スクリーン、パソコン（パワポ使用の場合）
